ショヒョウ Emma Griffin Blood sport: hunting in Britain since 1066 Yale University Press, New Haven and London 2007 by 遠山  茂樹








lood Sport : H
unting in B
























































































ars and the D
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序論において、著者は狩猟のもつ意味についてごく簡単に触れたのち、本書全体の骨子を述べている。著者によれ
ば、イギリスにおいて狩猟の発展を示す証拠が明らかになるのは、アングロ＝サクソン時代になってからのことである。その後、いわゆるノルマン征服（一〇六六年）を契機に新しい狩猟形態が導入され、それがブリテン島における狩猟のあり方を決定づけることになった。そして征服以降、狩猟は社会的な対立・抗争の原因となり、今日に至っている。中世のフォレスト法 マグナ・カ タ、ピューリタンの改革運動、チャールズ一世と議会との抗争において、狩猟は大きな関心事で ったし、現代の労働党政権においてもそうである。 の発達 権力闘争、階級分裂、そし 社会的慣習を反映している、と著者はいう。　
第一章
 では、 アングロ＝サクソン時代からノルマン王朝期にかけての狩猟について、 フォレストを中心に述べてある。
ノルマン征服 契機にイングランドで フォレスト化（御料林化）が進展す ノルマン諸王のフォレストは王領地以外の土地にも及び、そこ お て王は鹿の所有権を主張した。フォレスト地域では野獣 関する新たな所有概念が導入され、それまで無主物
res nullius
であった鹿は王の所有物とされたのである。ウィリアム一世によって確立されたフォ
レストは 次王ウィリアム二世、続くヘンリ一世治下で拡大されたのみならず、チェイスやウォレンの下賜を通じて王の狩猟特権 行使されていった。著者はオルデ クス・ヴィターリスをはじめとする当時の年代記作者たちの言述を引用しながら、ノルマン 朝下におけるフォレスト政策 圧制的性格を強調している。　
第二章では、スティーヴンからジョン王までの時期を扱っている。スティーヴンとマティルダのいわゆる内乱期に









れており、狩猟にまつわる数々の書物（狩猟書） 詩 絵画 装飾写本が出現する時期 もある。著者は うした狩猟書や文学作品を手がかりに当時の狩猟の様相を素描している。また、貴族諸侯は狩
ゲイム・ロー
猟法を制定し、狩猟独占権の確保
につとめた。一三八九年 制定された最古の狩猟法によって、狩猟有資格者は年価値四十シリング以上の土地所有者に制限された。著者によれば、この狩猟法 万人に を認めたフォレスト・チャータの原則を侵蝕する のであった。十五世紀後半以降、パークの建設 進展する。それ ともな 野生の鹿 り 、パ クにおける鹿狩り って代わられることになっ　
第五章では、チューダー朝の狩りが俎上に載せられる。この時期には狩猟法が拡大され、それによってパーク所有者






た狩猟を禁止した。さらにエドワード六 狩猟目的で変装し、フォレストやパークに侵入した者を重罪に処した。こうし 法は、他方で社会的な緊張関係を生み出した。十六世紀には物価の高騰や囲い込みを契機にイングランド各地で暴動が発生する 、暴徒には共通の行動パターンがみてとれる。パークを破壊し、そこで飼育されていた鹿を虐殺するとい の それである。著者 よれば、こうした行為には象徴的な意味がこめられていた。パークの所有と狩猟法によって、鹿肉は地主貴族以外の者にとっては手の届かぬものとなっていた それゆえ、パークを破壊し、その鹿を食するという行為は、特権を排除された 既存の社会秩序の転覆を含意していたのである。　
第六章では、エリザベス一世治世期における狩りの諸相と動物虐待に対する非難について述べられる。みずからも狩
猟愛好者であったエリザベス女王の時代にあって、狩猟は貴族・ジェントリーにとっては最大の娯楽 った。 「鹿狩りや鷹狩りを好まぬものは、ジェントルマン らず」といった格言に象徴されるように、狩猟とジェントルマンらしさには緊密な関係が 。鹿狩りや鷹 りのほかに、 野兎狩りも好まれた。十六世紀には狩猟の一形態として鹿のコースィング
deer coursing
が出現するが、その背景には鹿の減少というゆゆしき問題があった、と著者はみる。一方、十六
















ぢかの一六四一年、ウィンザー・フォレストで暴動が発生し、多数の鹿が殺害された。翌年から四四年にかけて同様の暴動が各地のフォレストで発生した。パークも襲撃され、多くの鹿が殺害された。著者によれば、こうした暴徒の大半は給与の未払いに不満を抱いていた兵士たちであったという。王政復古後、チャールズ二世はフォレストの回復 つとめたが、被害はあまりに甚大で復旧はのぞめなかった。ハノーヴァ朝の諸王は狩猟にはあまり関心を示さなかった。鹿狩りも野生の鹿を追跡するという りは、荷馬車で運んだ鹿を狩場で放ち、それを追い駆け 所謂
carted-deer hunting
が中心となった。一七二三年 制定されたブラック によ て 鹿の密猟者に対する死刑が復活した。同法と鹿の密猟は、十八世紀イングランドにおいて最も暴力的な社会的対立を生みだしたのである。　
第九章では、一六七一年の狩猟法の意義と十八世紀の鳥撃ちについて説明される。一六七一年の狩猟法では、狩猟資












いると狐の人工飼育も盛んになり、飼育された狐を猟場まで連れていき、それを追い駆けるという狩猟形態も出現する。狐狩りは、法的 は万人にひらかれていたが、実際には経費もかかり、地主階級のスポーツといってよかった。十九世紀には人口が増大し、産業都市が急成長を遂げた。狐狩りにとっては不利ともいえる社会状況にあって、地主階級は狐を輸入・繁殖させるなどして時代 要請 うまく対応した、と著者はいう。　
第十一章では、動物虐待に対する非難と動物保護に関する初期の立法活動について述べられる。動物虐待に対する非
難は、十八世 半ば以降顕著になっ くるが、著名 政治哲学者ジェレミー・ベンサムもその論者 ひとりで た。一八〇〇年に提出された牛いじめ禁止法案は、ブラッド・スポーツを攻撃する最初の法案であったが、これをウィリアム・ウィンダム卿が「おせっか やき」と一蹴し 廃案となった。その後、一八二二年 牛馬に対する虐待禁止法が成立する。この法律 もとづいて、一八三五年に動物保護法が成立し、牛いじめ、熊いじめ、闘犬が禁止されたのである。一八四九年にはこれ 闘鶏も加わった。他方、一八二四年には「動物虐待防止協会」
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法化までには至らなかった。この半世紀間 提出されたおよそ三十 ブラッド・スポーツ禁止法案は、ことごとく廃案に追い込 れたのである。　
第十四章では、第二次世界大戦後の狐狩りをめぐる社会的動向が述べ れる。戦後、牧場の耕作地への転換、除草剤・
殺虫剤・化学肥料の普及とそれにともなう狐 嗅覚 鈍化、道路建設や都市化による猟区の寸断などにより、狐狩りは深刻な打撃をこうむった。にもかかわらず狐狩り 繁栄し続けた。著者によれば、それ 伝統というよりも適応の勝利
































述している点にある。この種 書物が、ともすれば好事家の趣味的な内容に終始し、あるいは 定の時代に限定されいて、どこか歯がゆさ 感じるのに対して 本書は通史として 体裁を かりと整えたうえで上梓されており、次述べる第二の特徴と相俟って、誠実な研究姿勢が伝わってくる。別言す ば 各時代の政治状況や社会情勢 ふまえ豊富な史実をもり みな ら、ブラッド・スポーツの諸相が柔軟 叙述されているのである。それゆ に、ど 章も知的興奮を覚え 、大変読 応えのある内容になっている。
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第二の特徴として、史料／資料や研究動向に対するゆきとどいた配慮が挙げられよう。本書は、狭い意味の研究者を
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本書を読み進むうちに、この書物が「狩りの社会史」 （
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6）なお、著者は本書のなかではほとんど触れていないが、十六世紀半ば～十八世紀を通じて、パークやフォレストとならん
で襲撃の対象になったのは
養ラビット・ウォレン
兎場
である。この点については、とりあえず拙稿「密猟覚書」 『明治大学教職課程年報』
第二十三号、二〇〇〇年、五二 五五頁参照。中世イングランドにおけるラビットについては、拙稿「中世イングランドにおける飼兎」 『学習院女子短期大学紀要』第三七号、一九九八年、六四～七九頁。
